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は
じ
め
に

中
國
で
は
古
來
天
文
曆
算
の
學
が
發
逹
し
た
。『
尙
書
』
に
も
と
づ
く
「

象

授
時
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
天
體
の
現
象
を

測
し
正
確
な
曆
を
作
成

す
る
こ
と
は
、
國
家
の
體
制
を
維
持
す
る
上
で
重
要
な
仕
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

ま
た
、『
易
』
繫
辭
上
傳
に
は
「
仰
以

于
天
文
、
俯
以
察
于
地
理
。
是
故
知
幽

朙
之
故
」（
仰
ぎ
て
以
て
天
文
を

、
俯
し
て
以
て
地
理
を
察
す
。
是
の
故
に
幽
朙
の
故

を
知
る
）
と
あ
り
、
中
國
古
代
の
人
々
は
、
天
文
や
地
理
を

察
す
る
こ
と
で
あ

ら
ゆ
る
存
在
の
根
本
原
理
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
天
文
曆
算
の
學
を
筆
頭
に
、中
國
に
お
い
て
術
數
（
あ
る
い
は
數
術
）

と
呼
ば
れ
る
學
術
が
發
逹
し
た
。
術
數
は
、
天
文
曆
算
な
ど
の
自
然
科
學（

（
（

と
占
術

な
ど
の
要
素
を

ね
備
え
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
主
眼
は
占
術
に
置
か
れ
て

い
た
と
い
え
よ
う
。
數
や

計
を
基
礎
と
し
て
、
吉
凶
の

斷
を
下
す
こ
と
を
目

的
と
す
る
分
野
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

術
數
に
精
通
し
た
と
さ
れ
る
人
物
の
一
人
に
、後
漢
の
張
衡
（
七
八
～
一
三
九
年
）

が
い
る
。『
後
漢
書
』
張
衡
傳
に
お
い
て
、
同
時
代
の
崔
瑗
が
張
衡
を
「
數
術
窮

天
地
、
制
作
侔
造
化
」（
數
術
は
天
地
を
窮
め
、
制
作
は
造
化
に
侔
す
）
と
稱
し
た
よ

う
に
、
張
衡
は
當
時
術
數
に
通
じ
た
人
物
と
評
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
張
衡
傳
に

「
衡
善
機
巧
、
尤
致
思
於
天
文
、
陰
陽
、
曆
算
」（
衡
機
巧
を
善
く
し
、
尤
も
思
い
を

天
文
、
陰
陽
、
曆
算
に
致
す
）
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
張
衡
の
興
味
が
特
に
天
文
や

陰
陽
、
曆
算
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
張
衡
は
一
一
五
年
か
ら
一
二
一
年
、
つ

い
で
一
二
六
年
か
ら
一
三三

年
、
二
度
太
史
令
の

に
就
き
、『
靈
憲
』
や
『
渾

天
儀
』
と
い
っ
た
宇
宙
論
に
關
す
る
著
述
を
殘
し
て
い
る（

（
（

。
こ
の
ほ
か
、『
文
選
』

に
收
錄
さ
れ
た
「
東
京
賦
」
や
「
西
京
賦
」（
合
わ
せ
て
「
二
京
賦
」
と
い
う
）、「
思

玄
賦
」、「
歸
田
賦
」
な
ど
多
く
の
賦
を
著
わ
し
た
文
學
者
と
し
て
も
知
ら
れ
、
水

運
渾
天
儀
や
候
風
地
動
儀
、
參
輪
な
ど
の
機
巧
も
制
作
し
た
。
著
書
は
多
分
野
に

及
ぶ
が
、
そ
の
多
く
は
現
存
し
な
い
。

本
稿
で
は
張
衡
の
著
作
の
う
ち
、『
靈
憲
』
を
中
心
に
と
り
上
げ
る
。『
靈
憲
』

は
渾
天
說
の
宇
宙
論
に
關
す
る
重
要
文
獻
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
難
解
さ
か
ら
こ

れ
ま
で
思
想
的
分
析
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
唐
の
李
淳
風

『
乙
巳
占
』
の
冐
頭
で
「
論
天
體
象
者
凢
㊒
八
家
。
一
曰
渾
天
、

今
所
載
張
衡

『
靈
憲
』
是
也（

（
（

」（
天
體
の
象
を
論
ず
る
者
に
凢
そ
八
家
㊒
り
。
一
に
曰
く
渾
天
、

ち
今

載
せ
る
所
の
張
衡
『
靈
憲
』
是
れ
な
り
）
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、『
靈
憲
』
は
渾
天

說
を
代
表
す
る
重
要
な
文
獻
で
あ
る
。
そ
の
記
述
內
容
や
思
想
的
背
景
は
、
檢
討

張
衡
『
靈
憲
』
の
天
文
理
論
と
尙
水
思
想

�

歬
原
あ
や
の
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天
說
は
、
蓋
天
說
や
宣
夜
說
と
竝
ぶ
中
國
古
代
の
主
要
な
宇
宙
論
と
し
て
知
ら
れ

る
。そ

も
そ
も
「
渾
天
」
の
語
は
、
現
存
㊮
料
の
中
で
は
揚
雄
の
『
法
言
』
重
黎
篇

に
初
め
て
現
わ
れ
る
。

或
問
渾
天
。
曰
、「
落
下
閎
營
之
、
鮮
于
妄
人
度
之
、
耿
中
丞
象
之
、
幾
乎
、

幾
乎
。
莫
之
能
違
也
。」

（
或
る
ひ
と
渾
天
を
問
う
。
曰
く
、「
落
下
閎
之
を
營
み
、
鮮
于
妄
人
之
を
度は

か

り
、
耿

中
丞
之
を
象
る
。
幾ち

か

き
か
な
、
幾
き
か
な
。
之
に
能
く
違
う
も
の
莫
き
な
り
」
と
。）

こ
の
記
述
は
天
文
を

測
す
る
渾
天
儀
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
落
下
閎
は
漢
の
武
帝
朞
の
太
初
曆
制
作
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
物
で
あ
り
、
鮮

于
妄
人
と
耿
中
丞
（
耿
壽
昌
）
も
漢
代
の
人
物
で
あ
る（
（（
（

。
漢
代
に
は
す
で
に
天
文

測
儀
器
で
あ
る
渾
天
儀
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

渾
天
說
と
蓋
天
說
は
理
論
を

に
す
る
も
の
の
、
互
い
に
大
き
な
影
响
を
與
え

た
宇
宙
論
で
あ
る
。
渾
天
說
は
蓋
天
說
を
發
展
さ
せ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
お
り
、

揚
雄
は
初
め
蓋
天
說
を
支
持
し
て
い
た
が
、
渾
天
說
へ
と
見
解
を
變
え
「
難
蓋
天

八
事（

（（
（

」
を
著
わ
し
た
。
さ
ら
に
蓋
天
說
を
二
種
類
に
分
け
て
考
え
る
場
合
、
第
二

次
蓋
天
說
は
渾
天
說
の
影
响
を
受
け
て
發
展
し
た
と
さ
れ
る（
（（
（

。
雙
方
は
眞
っ
向
か

ら
對
立
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
互
い
に
理
論
の
一

を
繼
承
し
あ
い
な
が

ら
發
展
し
た
と
い
え
よ
う
。

蓋
天
說
の
思
想
を
傳
え
る
と
さ
れ
る
『
周
髀
算
經
』
や
、
蓋
天
說
と
も
渾
天
說

と
も
い
わ
れ
る
『
淮
南
子（
（（
（

』
に
も
、『
靈
憲
』
と
類
似
の
箇
所
が
い
く
つ
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
陰
陽
五
行
思
想
や
氣
の
思
想
な
ど
共
通
の
思
想
的
基
盤
に
因
っ
て
い
る

と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
、『
靈
憲
』
と
『
周
髀
算
經
』、『
淮
南
子
』、

す
る
價
値
が
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
。

『
靈
憲
』
も
佚
書
で
あ
り
、
類
書
や
正
史
の
㊟
に
佚
文
が
傳
わ
る
に
過
ぎ
な
い

が（
（
（

、
し
ば
し
ば
類
書
の
冐
頭

分
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
藝
文
類
聚
』
や
『
初

學
記
』、『
太
平
御
覽
』
と
い
っ
た
類
書
の
多
く
が
冐
頭
に
天
の
項
目
を
立
て
て
い

る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
中
國
古
代
に
お
け
る
天
へ
の
思
索
は
、
國
家
の

體
制
維
持
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、人
々
の
關
心
を
引
く
大
切
な
要
素
で
あ
っ
た
。

『
靈
憲
』
も
ま
た
天
を
把
握
す
る
た
め
の
重
要
文
獻
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。そ

こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
張
衡
の
天
文
に
關
す
る
記
述
を
、『
淮
南
子
』
や
『
論

衡
』
な
ど
の
關
連
文
獻
と
比
較
し
つ
つ
論
じ
た
い
。
そ
し
て
、『
靈
憲
』
の
思
想

的
背
景
に
關
し
て
、そ
の
尙
水
思
想（

（
（

を
他
の
文
獻
と
比
較
し
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

『
靈
憲
』
に
關
す
る
こ
れ
ま
で
の
硏
究
の
中
で
、
堀
池
信
夫
氏
の
硏
究
は
、
漢

代
の
宇
宙
的
思
惟
の

れ
か
ら
張
衡
の
『
靈
憲
』
を
と
り
上
げ
た
好
例
で
あ
り
、

示
唆
に
富
む（

（
（

。
ま
た
、
南
澤
良
彥
氏
の
論
考
は
、
爲
政
へ
の
參
画
と
い
う
立
場
か

ら
張
衡
の
天
人
相
關
思
想
を
論
じ
て
い
る（

（
（

。
い
ず
れ
も
張
衡
の
天
文
學
的
記
述
に

つ
い
て
觸
れ
て
い
る
が
、
堀
池
氏
は
宇
宙
生
成
論
を
中
心
に
檢
討
し
、
南
澤
氏
は

政
治
と
の
關
係
か
ら
張
衡
の
思
想
を
檢
討
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
硏

究
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
歬
述
し
た
よ
う
な
視
點
か
ら
張
衡
の
渾
天
說
を
と
り
上
げ
る

こ
と
で
、
宇
宙
論
の
思
想
的
繼
承
關
係
を
考
察
し
た
い
。
と
り
わ
け
水
を
尙
ぶ
尙

水
思
想
と
の
關
係
は
、
張
衡
の
宇
宙
論
の
位
置
づ
け
に
新
た
な
意
味
を
與
え
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。一

、
天

理
論
の
繼
承
と
發
展

中
國
古
代
の
宇
宙
構
造
論
に
つ
い
て
は
蔡
邕
の
「
天
文
志
」（『
後
漢
書
』
天
文

志
の
劉
昭
㊟
所
引
）
や
『
晉
書
』
天
文
志
に
記
述
が
あ
り（

（
（

、
張
衡
が
主
張
し
た
渾
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陰
精
之
宗
、
積
而
成
獸
、
象
兔
蛤
焉
。
陰
之
類
、
其
數
偶
。
其
後
㊒
馮
焉
者
。

羿
請
不
死
之
藥
於
西
王
母
。
姮
娥
竊
之
、
以
奔
⺼
。
將
徃
、
枚
筮
之
於
㊒
黃
。

㊒
黃
占
之
曰
、「
吉
。
翩
翩
歸
妹
。
獨
將
西
行
、
逢
天
晦
芒
、
毋

毋
恐
。

後
且
大
昌
」。
姮
娥
遂
託
身
於
⺼
。
是
爲
蟾

。

（
日
は
陽
精
の
宗
、
積
み
て
鳥
を
成
し
、
烏
に
象
り
て
三
趾
㊒
り
。
陽
の
類
に
し
て
、

其
の
數
は
奇
。⺼
は
陰
精
の
宗
、積
み
て
獸
を
成
し
、兔
・
蛤
に
象
る
。陰
の
類
に
し
て
、

其
の
數
は
偶
。
其
の
後
、
焉
に
馮せ

ま

る
者
㊒
り
。
羿
は
不
死
の
藥
を
西
王
母
に
請
う
。

姮
娥
之
を
竊
み
て
以
て
⺼
に
奔
る
。
將
に
徃
か
ん
と
し
て
、
之
を
㊒
黃
に
枚
筮
す
。

㊒
黃
之
を
占
い
て
曰
く
、「
吉
。
翩
翩
と
し
て
歸
妹
。
獨
り
將
に
西
行
し
て
天
の
晦
芒

に
逢
わ
ん
と
す
る
も
、
く
毋
か
れ
恐
る
る
毋
か
れ
。
後
且
に
大
い
に
昌さ

か

え
ん
と
す
」

と
。
姮
娥
遂
に
身
を
⺼
に
託
す
。
是
を
蟾
蜍
と
爲
す
。）

こ
こ
に
と
り
上
げ
ら
れ
る
日
⺼
に
棲
む
生
き
物
に
つ
い
て
は
、『
淮
南
子
』
で

も
精
神
訓
に
「
日
中
㊒
踆
烏
、
而
⺼
中
㊒
蟾
蜍
」（
日
中
に
踆
烏
㊒
り
て
、
⺼
中
に
蟾

蜍
㊒
り
）
と
述
べ
ら
れ
、
姮
娥
が
不
死
の
藥
を
手
に
入
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
覽

冥
訓
に
「
譬
若
羿
請
不
死
之
藥
於
西
王
母
、
姮
娥
竊
以
奔
⺼
、
悵
然
㊒
喪
、
無
以

續
之
」（
譬
え
ば
羿
は
不
死
の
藥
を
西
王
母
に
請
い
、
姮
娥
竊
み
て
以
て
⺼
に
奔
り
、
悵
然

と
し
て
喪
う
㊒
り
て
、
以
て
之
に
續
く
こ
と
無
き
が
若
し
）
と
あ
る
。『
靈
憲
』
は
『
淮

南
子
』
の
記
述
を
組
み
合
わ
せ
て
一
つ
の
物
語
に
發
展
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
『
淮
南
子
』
に
見
ら
れ
な
い
占
術
の
場
面
が
『
靈
憲
』
で
描
か
れ
る
點
も

な
る
。『
靈
憲
』
に
お
い
て
、
占
術
は
姮
娥
が
⺼
に
奔
る
際
の
決
め
手
と
な
っ
た
。

占
術
に
關
し
て
は
、
張
衡
の
「
思
玄
賦
」
で
も
遊
行
に
赴
く
際
、
易
占
や
龜
卜
、

占
夢
を
行
な
う
場
面
が
描
か
れ
て
い
る（
（（
（

。

王

は
張
衡
と
同
時
代
の
人
物
で
あ
る
が
、
日
⺼
に
生
き
物
が
棲
む
と
い
う
說

に
對
し
、『
論
衡
』
說
日
篇
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

『
論
衡
』
と
い
っ
た
天
文
に
關
す
る
文
獻
を
比
較
し
、『
靈
憲
』
の
特
徵
を
考
察
し

て
み
た
い
。

共
通
點
と
し
て
た
と
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
一
寸
千
里
」
の
法
が
あ
る
。
一
寸
千

里
の
法
と
は
、
髀
（
あ
る
い
は
表
、
圭
表
と
も
い
う
。
ノ
ー
モ
ン
の
こ
と
）
を
地
面
に

立
て
て
影
の
長
さ
を
測
る
と
、
千
里
離
れ
た
地
點
で
は
、
延
び
た
影
の
長
さ
に
一

寸
の
差
が
生
じ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
實
際
に
は
こ
の
理
解
は
正
し
く
な
い

が
、
當
時
こ
の
考
え
に
基
づ
い
て
天
地
の
大
き
さ
が
求
め
ら
れ
た
。『
靈
憲
』
に

「
懸
天
之
景
、
薄
地
之
儀
、
皆
移
千
里
、
而
差
一
寸
得
之（
（（
（

」（
懸
天
の
景
、
薄
地
の
儀
、

皆
移
る
こ
と
千
里
に
し
て
、差
一
寸
に
し
て
之
を
得
）
と
い
う
が
、こ
れ
は
『
周
髀
算
經
』

の
「
周
髀
長
八
尺
、
夏
至
之
日
晷
一
尺
六
寸
。
髀
者
股
也
。
正
晷
者
句
也
。
正
南

千
里
、
句
一
尺
五
寸
。
正
北
千
里
、
句
一
尺
七
寸（

（（
（

」（
周
髀
は
長
八
尺
、
夏
至
の
日
の

晷
は
一
尺
六
寸
。
髀
は
股
な
り
。
正
晷
は
句
な
り
。
正
南
す
る
こ
と
千
里
に
し
て
、
句
は

一
尺
五
寸
。
正
北
す
る
こ
と
千
里
に
し
て
、
句
は
一
尺
七
寸
）
の
考
え
方
を
受
け
繼
い

で
い
る
。『
淮
南
子
』
天
文
訓
に
も
「
欲
知
天
之
高
、
樹
表
高
一
丈
、
正
南
北
相

去
千
里
、
同
日
度
其
陰
。
北
表
二
尺
南
表
尺
九
寸
、
是
南
千
里
陰
短
寸（

（（
（

」（
天
の

高
さ
を
知
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
表
の
高
さ
一
丈
な
る
を
、
正
南
北
の
相
去
る
こ
と
千
里
に
樹

て
、
日
を
同
じ
く
し
て
其
の
陰
を
度
る
。
北
表
二
尺
、
南
表
尺
九
寸
な
れ
ば
、
是
れ
南
す

る
こ
と
千
里
に
し
て
、
陰
の
短
き
こ
と
寸
な
り
）
と
、
同

の
理
論
が
用
い
ら
れ
る（
（（
（

。

こ
の
よ
う
に
、『
周
髀
算
經
』、『
淮
南
子
』
と
『
靈
憲
』
の
記
述
を
比
較
す
る
と
、

蓋
天
說
と
渾
天
說
と
の
閒
に
は
天
文
理
論
の
繼
承
が
見
ら
れ
る
が
、
一
方
で
、
こ

れ
ら
の
文
獻
に
は
理
論
の
違
い
や
發
展
を
示
す
箇
所
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
相
違
が

對
比
で
き
る
例
を
い
く
つ
か
擧
げ
よ
う
。

ま
ず
、『
靈
憲
』
に
は
日
⺼
に
棲
む
生
き
物
に
關
す
る
記
述
が
あ
る
。

日
者
陽
精
之
宗
、
積
而
成
鳥
、
象
烏
而
㊒
三
趾
。
陽
之
類
、
其
數
奇
。
⺼
者
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張
衡
は
、
日
の
眞
向
か
い
の
位
置
に
あ
る
空
閒
は
地
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
光
が

屆
か
な
い
と
考
え
た
。
そ
の
空
閒
、
す
な
わ
ち
「

虛
」
に
⺼
が
さ
し
か
か
る
と

⺼
⻝
が
起
き
る
と
い
う
。地
球
の
影
に
入
る
と
⺼
が
缺
け
る
と
い
う
天
文
現
象
を
、

張
衡
は
正
確
に
把
握
し
說
朙
し
て
い
た
。
地
球
の
影
が
太
陽
と
逆
の
方
向
に
生
じ

る
と
い
う
事
實
を
、
實
際
の

測
を
も
と
に
し
て
構
造
的
に
把
握
し
て
い
た
と
い

え
よ
う
。
日
と
⺼
の
閒
に
地
が
位
置
す
る
と
い
う
考
え
は
、
渾
天
說
だ
か
ら
こ
そ

出
て
く
る
發
想
で
あ
る
。
⺼
⻝
の
要
因
に
關
し
て
、
王

は
『
論
衡
』
說
日
篇
で

「
無
蝕
⺼
也
。
⺼
自
損
也
」（
⺼
を
蝕
す
る
無
き
な
り
。
⺼
自
ら
損
す
）、
つ
ま
り
⺼
自

身
が
缺
け
る
の
だ
と
述
べ
て
お
り
、
全
く

な
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

⺼
⻝
の
要
因
に
つ
い
て
は
各
々

な
る
考
え
方
を
持
っ
て
お
り
、
思
想
の
繼
承
は

見
ら
れ
な
い
。『
淮
南
子
』
の
想
像
上
の
生
き
物
が
⺼
を
蝕
む
と
い
う
考
え
か
ら
、

さ
ら
に
『
論
衡
』
の
生
き
物
を
排
除
す
る
見
方
、
そ
し
て
『
靈
憲
』
の
「

虛
」

へ
と
、
次
第
に
現
實
的
な
思
考
に
發
展
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、「
魄
」
に
關
す
る
『
靈
憲
』
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。

夫
⺼
端
其
形
而

其
質
。
向
日
稟
光
。
⺼
光
生
於
日
之
所
照
、
魄
生
於
日
之

所
蔽
。
當
日
則
光
盈
、
就
日
則
光
盡
也
。

（
夫
れ
⺼
は
其
の
形
を
端た

だ

し
て
其
の
質
を

く
す
。
日
に
向
か
い
て
光
を
稟う

く
。
⺼
光

は
日
の
照
る
所
に
生
じ
、魄
は
日
の
蔽
う
所
に
生
ず
。
日
に
當
た
れ
ば
則
ち
光
盈
ち
、

日
に
就
け
ば
則
ち
光
盡
く
な
り
。）

こ
の
記
述
か
ら
、
⺼
が
日
の
光
を
受
け
て
光
る
と
い
う
事
實
を
張
衡
が
認

し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
日
の
當
た
る
所
が
光
り
、
日
が
覆
う
と
こ
ろ
は

「
魄
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
魄
は
、
お
そ
ら
く
地
球
照
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

地
球
照
と
は
、
⺼
の
、
太
陽
の
光
が
直

當
た
っ
て
い
な
い

分
に
、
地
球
か
ら

儒
者
曰
、「
日
中
㊒
三
足
烏
、
⺼
中
㊒
兔
蟾
蜍
」。
夫
日
者
、
天
之
火
也
。
與

地
之
火
、
無
以

也
。
地
火
之
中
、
無
生
物
、
天
火
之
中
、
何
故
㊒
烏
。
火

中
無
生
物
、
生
物
入
火
中
、
燋
爛
而
死
焉
、
烏
安
得
立
。
夫
⺼
者
、
水
也
。

水
中
㊒
生
物
、
非
兔
蟾
蜍
也
。
兔
與
蟾
蜍
、
久
在
水
中
、
無
不
死
者
。

（
儒
者
曰
く
、「
日
中
に
三
足
の
烏
㊒
り
、
⺼
中
に
兔
・
蟾
蜍
㊒
り
」
と
。
夫
れ
日
は

天
の
火
な
り
。
地
の
火
と
、
以は

な
はだ
し
く
は

な
る
無
し
。
地
火
の
中
に
生
物
無
く
、

天
火
の
中
、
何
の
故
に
烏
㊒
ら
ん
。
火
中
に
生
物
無
く
、
生
物
火
中
に
入
れ
ば
、
燋

爛
し
て
死
す
る
に
、
烏
安
く
ん
ぞ
立
つ
を
得
ん
。
夫
れ
⺼
は
水
な
り
。
水
中
に
生
物

㊒
る
も
、
兔
・
蟾
蜍
に
非
ざ
る
な
り
。
兔
と
蟾
蜍
と
は
、
久
し
く
水
中
に
在
れ
ば
、

死
せ
ざ
る
者
無
し
。）

日
⺼
に
生
き
物
が
い
る
と
い
う
想
像
を
王

が
否
定
す
る
點
は
、『
淮
南
子
』

や『
靈
憲
』の
記
述
と

な
り
、現
實
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、そ
の
根
據
と
し
て「
日

者
、
天
之
火
也
」、「
⺼
者
、
水
也
」
と
述
べ
る
點
に
は
、
他
の
文
獻
と
の
繫
が
り

が
う
か
が
え
る（
（（
（

。日
⺼
を
火
と
水
に
對
應
さ
せ
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

次
に
、
⺼
⻝
に
關
す
る
說
が
あ
る
。『
淮
南
子
』
說
林
訓
で
は
、「
⺼
照
天
下
蝕

於
詹
諸
」（
⺼
は
天
下
を
照
ら
し
て
詹
諸
に
蝕
ま
る
）
と
、⺼
⻝
が
先
ほ
ど
の
蟾
蜍
（
詹

諸
）の
說
話
と
か
ら
め
て
說
朙
さ
れ
る
。
ま
た
、天
文
訓
に
は「
麒
麟
鬪
而
日
⺼
⻝
」

（
麒
麟
鬪
い
て
日
⺼
⻝
す
）
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
『
靈
憲
』
で
は
、

⺼
⻝
は
「

虛
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
よ
り
事
實
に

し
て
說
朙
さ
れ
る
。

當
日
之
衝
、
光
常
不
合
者
、
蔽
於
地
也
。
是
謂

虛
。
在
星
則
微
。
遇
⺼
則

⺼
⻝
。

（
日
の
衝
に
當
た
り
、
光
常
に
合
せ
ざ
る
は
、
地
に
蔽
わ
る
れ
ば
な
り
。
是
れ
を

虛

と
謂
う
。
星
に
在
り
て
は
、
則
ち
微
か
な
り
。
⺼
に
遇
え
ば
、
則
ち
⺼
⻝
す
。）
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一
上
一
下
、合
し
て

を
成
す
）
や
、『
潛
夫
論
』
本
訓
篇
の
「
上
古
之
世
、太
素
之
時
、

元
氣
窈
冥
、
未
㊒
形
兆
、
萬
精
合
幷
、
混
而
爲
一
、
莫
制
莫
御
。
若
斯
久
之
、
飜

然
自
化
、
淸
濁
分
別
、
變
成
陰
陽
。
陰
陽
㊒
體
、
實
生
兩
儀
、
天
地
壹
鬱
、
萬
物

化
淳
、
和
氣
生
人
、
以

理
之
」（
上
古
の
世
、
太
素
の
時
、
元
氣
窈
冥
、
未
だ
形
兆

あ
ら
ず
、
萬
精
合
幷
し
、
混
じ
り
て
一
と
爲
り
、
制
す
る
莫
く
御
す
る
莫
し
。
斯
く
の
若

き
こ
と
之
を
久
し
く
し
、
飜
然
と
し
て
自
ら
化
し
、
淸
濁
分
別
し
、
變
じ
て
陰
陽
を
成
す
。

陰
陽
に
體
㊒
り
、
實
に
兩
儀
を
生
じ
、
天
地
壹
た
び
鬱む

す
ぼれ
、
萬
物
化
淳
し
、
和
氣
人
を
生
じ
、

以
て

べ
て
之
を
理
む
）
が
あ
る
。
ま
た
、
生
成
論
で
は
な
い
が
、『
太
玄
』
玄
數

篇
で
は
、
蓍
に
つ
い
て
「

擬
兩
儀
、
則
覩
事
」（
ら
兩
儀
に
擬
し
て
、
則
ち
事
を

覩
る
）
と
述
べ
る
。
晉
の
范
望
㊟
で
は
こ
こ
に
い
う
兩
儀
を
天
地
と
し
、『
呂
氏

春
秋
』
や
『
潛
夫
論
』
で
も
同

に
天
地
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
兩

儀
の
語
は
『
淮
南
子
』
や
『
周
髀
算
經
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、『
靈
憲
』

で
は
兩
儀
は
生
成
の
過
程
に
は
現
わ
れ
な
い
が
、
宇
宙
構
造
を
示
す
際
に
用
い
ら

れ
る
。天

㊒
兩
儀
、
以
儛
衟
中
。
其
可
覩
、
樞
星
是
也
。
謂
之
北
極
。
在
南
者
不
著
。

故
聖
人
弗
之
名
焉
。

（
天
に
兩
儀
㊒
り
、
以
て
衟
中
に
儛
う
。
其
の

る
べ
き
は
、
樞
星
是
れ
な
り
。
之
を

北
極
と
謂
う
。
南
に
在
る
者
は
著
わ
れ
ず
。
故
に
聖
人
之
に
名
づ
け
ず
。）

樞
星
が
ど
の
星
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
諸
說
あ
り
、
一
般
に
は
北
極
星
、
あ
る

い
は
北
斗
七
星
の
第
一
星
を
指
す
と
い
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
天
の
北
極
に
近

い
星
で
あ
る
こ
と
に
閒
違
い
な
く
、
こ
の
記
述
は
天
の
北
極
を
回
轉
軸
の
中
心
と

し
て
、
天
が
回
轉
す
る

を
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
回
轉
軸
の
反

對
側
で
あ
る
天
の
南
極
は
常
に
地
の
下
に
隱
れ
て
お
り
、
地
上
に
現
わ
れ
な
い
と

反
射
し
た
光
が
當
た
り
ぼ
ん
や
り
と
光
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
三
日
⺼
の
場

合
、
本
來
な
ら
ば
見
え
な
い
は
ず
の

分
が
淡
く
光
る
現
象
を
い
う
。「
魄
」
が

地
球
照
を
示
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
日
の
當
た
っ
て
い
な
い
、
⺼
の
缺
け
た

分

に
も
實
體
が
あ
る
と
い
う
事
實
を
張
衡
は
正
確
に
理
解
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
こ
で
は
ま
た
、
⺼
が
日
の
向
か
い
に
あ
れ
ば
滿
⺼
と
な
り
、
日
に
近
づ

け
ば
新
⺼
に
な
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。

「
魄
」
と
い
う
文
字
は
、『
淮
南
子
』
で
は
魂
魄
の
魄
と
い
う
意
味
で
し
か
用
い

ら
れ
ず
、『
論
衡
』
も
魂
魄
、
あ
る
い
は
魄
然
（
物
が
破
裂
す
る
よ
う
な
激
し
い
♫
）

と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
『
靈
憲
』
と
は

な
る
意
味
で
あ

り
、
⺼
の
現
象
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
揚
雄
が
『
法
言
』
五
百
篇
の
中
で
「
⺼

未
望
則
載
魄
于
西
、
既
望
則
終
魄
于
東
」（
⺼
未
だ
望
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
魄
を
西
に
戴

き
、
既
に
望
な
れ
ば
則
ち
魄
を
東
に
終
う
）
と
述
べ
、
晉
の
李
軌
㊟
で
「
魄
光
也
」（
魄

は
光
な
り
）
と
あ
る
の
が
、『
靈
憲
』
に
比
較
的
近
い
用
法
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、

張
衡
が
『
法
言
』
の
記
述
を
受
け
て
、
魄
を
實
際
の
現
象
に
當
て
は
め
た
例
と
考

え
ら
れ
る（

（（
（

。

さ
ら
に
、『
靈
憲
』
に
お
け
る
「
兩
儀
」
の
意
味
は
他
の
文
獻
と
大
き
く

な
り
、

張
衡
の
特
徵
が
表
わ
れ
て
い
る
。

兩
儀
は
『
易
』
繫
辭
上
傳
に
「
是
故
易
㊒
太
極
、
是
生
兩
儀
、
兩
儀
生
四
象
、

四
象
生
八
卦
」（
是
の
故
に
易
に
太
極
㊒
り
、
是
れ
兩
儀
を
生
じ
、
兩
儀
は
四
象
を
生
じ
、

四
象
は
八
卦
を
生
ず
）
と
あ
り
、
太
極
か
ら
生
じ
る
と
い
う
。
兩
儀
に
つ
い
て
、
孔

穎
逹
の
疏
で
は
天
地
を
意
味
す
る
と
說
朙
さ
れ
る
。
同

に
、
兩
儀
を
生
成
の
過

程
で
位
置
づ
け
た
例
と
し
て
、『
呂
氏
春
秋
』
仲
夏
紀
・
大
樂
篇
の
「
♫
樂
之
所

由
來
者
遠
矣
。
生
於
度
量
、
本
於
太
一
。
太
一
出
兩
儀
、
兩
儀
出
陰
陽
。
陰
陽
變

化
、一
上
一
下
、合
而
成
（
（（
（

。」（
♫
樂
の
由
り
て
來
た
る
所
の
者
は
遠
し
。
度
量
に
生
じ
、

太
一
に
本
づ
く
。
太
一
は
兩
儀
を
出
だ
し
、
兩
儀
は
陰
陽
を
出
だ
す
。
陰
陽
は
變
化
し
て
、
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視
す
る
思
想
の
一
端
を
擔
っ
て
い
た
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
た
い
。

中
國
の
思
想
史
に
お
い
て
、
水
は
諸
子
文
獻
で
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
儒
家

文
獻
で
は
、『
論
語
』
子
罕
篇
に
、孔
子
が
川
の
畔
で
「
逝
者
如
斯
夫
。
不
舍
晝
夜
」

（
逝
く
者
は
斯
の
如
き
か
。
晝
夜
を
舍
か
ず
）と
述
べ
た
記
述
が
あ
る
。『
孟
子
』で
も
、

離
婁
篇
上
の
「
民
之
歸
仁
也
、
猶
水
之
就
下
」（
民
の
仁
に
歸
す
る
や
、
猶
お
水
の
下ひ

く

き
に
就
く
が
ご
と
し
）
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
水

を
比
喩
的
に
用
い
た
例
で
あ
る
。兵
家
の
文
獻
に
も
水
に
關
す
る
記
述
が
見
ら
れ
、

『
孫
子
』
虛
實
篇
で
は
軍
の
陣
形
を
水
に
喩
え
て
「
夫
兵
形
象
水
。
水
之
形
避
高

而
趨
下
、
兵
之
形
避
實
而
擊
虛
。
水
因
地
而
制

、
兵
因

而
制
勝
」（
夫
れ
兵
の

形
は
水
に
象
る
。
水
の
形
は
高
き
を
避
け
て
下
き
に
趨お

も
むき
、
兵
の
形
は
實
を
避
け
て
虛
を

擊
つ
。
水
は
地
に
因
り
て

れ
を
制
し
、
兵
は

に
因
り
て
勝
ち
を
制
す
）
と
述
べ
、
水

の
變
化
す
る

を
讚
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
衟
家
系
文
獻
の
記
述
は
、
よ
り
水
に
㊟
目
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、『
老
子
』
に
は
水
の
性
質
が
人
の
則
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い

う
思
想
が
あ
る
。
第
八

の
記
述
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

上
善
若
水
。
水
善
利
萬
物
而
不
爭
。
處
衆
人
之
所
惡
。
故
幾
於
衟
。

（
上
善
は
水
の
若
し
。
水
は
善
く
萬
物
を
利
し
て
爭
わ
ず
。
衆
人
の
惡
む
所
に
處
る
。

故
に
衟
に
幾
し
。）

水
が
低
い
位
置
に
居
り
、
ほ
か
の
も
の
と
衝
突
す
る
こ
と
な
く
し
な
や
か
に

れ
る
さ
ま
を
贊
美
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
七
十
八

で
は
、

天
下
莫
柔
弱
於
水
。
而
攻
堅
强
者
、莫
之
能
勝
。
其
無
以
易
之
。
弱
之
勝
强
、

柔
之
勝
剛
、
天
下
莫
不
知
、
莫
能
行
。

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
兩
儀
と
は
、
天
の
北
極
と
南
極
を
指
し
て
い
る
と

い
え
る
。
同
じ
兩
儀
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
て
も
、
張
衡
の
場
合
は
渾
天
說
の

理
論
に
立
っ
て
、
よ
り
具
體
的
に
宇
宙
構
造
を
說
朙
す
る
用
語
へ
と
意
味
を
變
化

さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
⺼
に
棲
む
生
物
や
⺼
⻝
に
關
す
る
記
述
、
魄
、
兩
儀
の
用

法
を
見
て
い
く
と
、
張
衡
が
先
人
の
知

を
繼
承
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
實
際
に

天
體
を

察
し
、
自
身
の
言
葉
で
そ
れ
ら
を
表
現
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
靈
憲
』

の
天
文
理
論
の
特
色
が
表
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ほ
か
に
も
張
衡
の
天
文
學

上
の
特
徵
を
示
す
記
述
は
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
だ
け
を
見
て
も
『
靈
憲
』
の
記
述

の
新
し
さ
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

二
、
尙
水
思
想
の
系

次
に
、『
靈
憲
』
に
見
ら
れ
る
尙
水
思
想
に
つ
い
て
考
察
す
る
歬
段
階
と
し
て
、

中
國
古
代
に
お
い
て
水
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
か
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。
古
代
文
朙
の
多
く
が
大
河
の
畔
に
形
成
さ
れ
、
洪
水
の
後
の
肥
沃
な
大
地

を
活
用
し
て
發
展
し
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
中
國
で
も
治
水
が

國
家
の
大
事
と
さ
れ
、
禹
の
治
水
傳
說
は
廣
く
語
り
繼
が
れ
て
い
る
。
ま
た
古
代

ギ
リ
シ
ア
で
は
、
イ
オ
ニ
ア
學
派
の
開
祖
と
さ
れ
る
タ
レ
ス
（Thales

）
が
水
を

萬
物
の
根
源
（
ア
ル
ケ
ー
、Arche

）
で
あ
る
と
主
張
す
る
な
ど
、
思
想
面
で
も
水

が
言
及
さ
れ
て
き
た
。

中
國
古
代
に
お
い
て
も
、水
は
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
た
要
素
で
あ
っ
た
。『
老
子
』

や
『
管
子
』
水
地
篇
に
水
を
尙
ぶ
尙
水
の
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
お
り
、
出
土
文
獻
『
太
一
生
水
』
に
お
け
る
水
の
役
割
に
つ
い
て
も
近
年
盛
ん

に
硏
究
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
そ
こ
で
本

で
は
、
こ
れ
ら
の
硏
究
に
依
據
し
つ
つ
尙
水

思
想
の
系
譜
を
た
ど
り
、
次

で
、『
靈
憲
』
に
代
表
さ
れ
る
渾
天
說
が
水
を
重



張
衡
『
靈
憲
』
の
天
文
理
論
と
尙
水
思
想

�

地
者
萬
物
之
本
原
、
諸
生
之
根
菀
也
。
美
惡
賢
不
肖
愚
俊
之
所
生
也
。
水
者

地
之
血
氣
、
如
筋
脉
之
通

者
也
。
故
曰
、「
水
具
材
也
」。
…
…
人
皆
赴
高
、

己
獨
赴
下
、
卑
也
。
卑
也
者
、
衟
之
室
、
王
者
之
器
也
。
而
水
以
爲
都
居
。

準
也
者
、
五
量
之
宗
也
。
素
也
者
、
五
色
之
質
也
。
淡
也
者
、
五
味
之
中
也
。

是
以
、
水
者
萬
物
之
準
也
。
諸
生
之
淡
也
。
韙
非
得
失
之
質
也
。
是
以
、
無

不
滿
、
無
不
居
也
。
集
於
天
地
、
而
藏
於
萬
物
、
產
於
金
石
、
集
於
諸
生
。

故
曰
、「
水
神（

（（
（

」。

（
地
は
萬
物
の
本
原
、
諸
生
の
根
菀
な
り
。
美
惡
賢
不
肖
愚
俊
の
生
ず
る
所
な
り
。
水

は
地
の
血
氣
に
し
て
、
筋
脉
の
通

す
る
が
如
き
者
な
り
。
故
に
曰
く
、「
水
は
材
を

具
う
る
な
り
」
と
。
…
…
人
は
皆
な
高
き
に
赴
く
に
、
己
れ
獨
り
下
き
に
赴
く
は
、

卑
な
り
。
卑
な
る
者
は
、
衟
の
室
に
し
て
、
王
者
の
器
な
り
。
而
し
て
水
は
以
て
都

居
と
爲
す
。
準
な
る
者
は
、
五
量
の
宗
な
り
。
素
な
る
者
は
、
五
色
の
質
な
り
。
淡

な
る
者
は
、
五
味
の
中
な
り
。
是
を
以
て
、
水
は
萬
物
の
準
な
り
。
諸
生
の
淡
な
り
。

韙
非
得
失
の
質
な
り
。
是
を
以
て
、
滿
た
ざ
る
無
く
、
居
ら
ざ
る
無
き
な
り
。
天
地

に
集
ま
り
、
而
し
て
萬
物
に
藏
せ
ら
れ
、
金
石
に
產
し
、
諸
生
に
集
う
。
故
に
曰
く
、

「
水
は
神
な
り
」
と
。）

水
は
地
を
血
管
の
よ
う
に

れ
、
萬
物
の
中
に
存
在
す
る
と
い
う
。
水
地
篇
に

は
「
人
水
也
。
男
女
精
氣
合
、而
水

形
」（
人
は
水
な
り
。
男
女
の
精
氣
合
し
て
、水
、

形
を

し

く
）
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
水
が
人
を
含
め
た
萬
物
の
生
命
の
源
で
あ
る

と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
視
點
は
、
實
體
と
し
て
の
水
そ
の
も
の
に
意

義
を
認
め
る
も
の
で
、『
老
子
』
や
『
莊
子
』
の
尙
水
思
想
を
發
展
さ
せ
た
記
述

と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、郭
店
楚
墓
か
ら
出
土
し
た
竹
簡
（
郭
店
楚
簡
）
の
『
太
一
生
水
』
は
、「
太

一
生
水
」（
太
一
水
を
生
ず
）
と
い
う
特
徵
あ
る
書
き
出
し
で
始
ま
る
。

（
天
下
に
水
よ
り
柔
弱
な
る
も
の
莫
し
。
而
も
堅
强
を
攻
む
る
者
、
之
に
能
く
勝
る
も

の
莫
し
。
其
れ
以
て
之
に
易
わ
る
も
の
無
し
。
弱
の
强
に
勝
ち
、柔
の
剛
に
勝
つ
は
、

天
下
知
ら
ざ
る
莫
き
も
、
能
く
行
な
う
莫
し
。）

と
、
同

に
水
の
柔
弱
さ
を
讚
え
て
い
る（
（（
（

。
た
だ
し
こ
れ
ら
は
、
水
の
柔
弱
な
あ

り
方
を
貴
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
水
自
體
を
重
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

『
莊
子
』
天
衟
篇
で
は
、「
靜
」
を
表
現
す
る
際
に
水
を
用
い
る
。

聖
人
之
靜
也
、
非
曰
靜
也
善
故
靜
也
。
萬
物
無
足
以
鐃
心
者
、
故
靜
也
。
水

靜
、
則
朙
燭
鬚
眉
、
平
中
准
、
大
匠
取
法
焉
。
水
靜
猶
朙
。
而
況
精
神
聖
人

之
心
靜
乎
。

（
聖
人
の
靜
や
、
靜
や
善
な
る
が
故
に
靜
と
曰
う
に
非
ざ
る
な
り
。
萬
物
以
て
心
を
鐃み

だ

す
に
足
る
者
無
し
、
故
に
靜
な
り
。
水
は
靜
な
れ
ば
、
則
ち
朙
は
鬚
眉
を
燭
し
、
平

は
准
に
中
り
、
大
匠
は
法
を
取
ら
ん
。
水
靜
な
れ
ば
猶
お
朙
か
な
り
。
而
る
を
況
ん

や
精
神
な
る
聖
人
の
心
の
靜
な
る
を
や
。）

水
が
靜
か
な
狀
態
で
あ
れ
ば
、
髭
や
眉
を
映
す

の
よ
う
に
朙
る
く
な
り
、
水

平
を
確
か
め
る
水
準
器
に
も
な
り
得
る
と
述
べ
る
。
水
準
器
と
し
て
の
役
割
は
、

後
述
の
『
管
子
』
水
地
篇
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、「
準
な
る
者
」
と
し
て
の
水
の

働
き
と
合
致
し
て
い
る
。
準
な
る
者
と
し
て
の
水
の
役
割
は
、他
に
『
說
文
解
字
』

で
も
言
及
さ
れ
る
。『
莊
子
』
で
は
、
さ
ら
に
刻
意
篇
、
田
子
方
篇
で
水
が
比
喩

と
し
て
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、「
淵
」
に
關
す
る
記
述
も
多
く
存
在
す
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
も
水
の
靜
か
な
狀
態
を
心
の
平
靜
さ
に
喩
え
て
貴
ん
で
い
る
の
で
あ
っ

て
、
水
そ
の
も
の
を
重
ん
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

『
管
子
』
水
地
篇
で
は
、
地
と
水
の
重
要
性
を
次
の
よ
う
に
說
く
。
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書
な
ど
が
知
ら
れ（

（（
（

、
こ
れ
ら
は
お
お
む
ね
陰
陽
や
天
地
、
四
時
と
い
っ
た
用
語
が

共
通
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
水
に
つ
い
て
言
及
し
た
文
獻
は
こ
の
中
に
は
な
い（
（（
（

。

ま
た
水
に
關
し
て
は
、『
太
一
生
水
』
に
「
是
故
太
一
藏
於
水
、
行
於
時
。
周

而

［
始
、
以
已
爲
］
萬
物
母
」（
是
の
故
に
太
一
は
水
に
藏
せ
ら
れ
、
時
に
行め

ぐ

る
。

周
り
て

始
め
、以
て
已
に
萬
物
の
母
と
爲
る
）
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
太

一
藏
於
水
」
と
い
い
、
藏
す
る
對
象
は

な
る
も
の
の
、『
管
子
』
水
地
篇
の
「
藏

於
萬
物
」
と
同
じ
く
、「
藏
」
と
い
う
語
を
用
い
る
。
藏
に
は
、
內
に
備
え
る
と

か
隱
れ
る
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
、「
太
一
は
水
に
備
わ
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
。
根
源
者
で
あ
る
太
一
が
水
の
中
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
水
を
比
喩
的
に
用
い
て
い
た
『
老
子
』
や
『
莊
子
』
に
比
べ
、

水
自
體
の
根
元
的
な
役
割
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。ま
た「
行
於
時
。周
而
［
始
］」

と
い
う
の
は
、
水
が
天
地
を
め
ぐ
る
と
い
う
循
環
性
に
着
目
し
た
記
述
で
あ
る
。

ち
な
み
に
『
呂
氏
春
秋
』
仲
夏
紀
・
大
樂
篇
の
「
渾
渾
沌
沌
、
離
則
復
合
、
合
則

復
離
、
是
謂
天
常
。
天
地
車
輪
、
終
則
復
始
、
極
則
復
反
、
莫
不
咸
當
」（
渾
渾

沌
沌
と
し
て
、
離
る
れ
ば
則
ち
復
た
合
し
、
合
え
ば
則
ち
復
た
離
る
、
是
を
天
常
と
謂
う
。

天
地
は
車
輪
の
ご
と
く
、
終
わ
れ
ば
則
ち
復
た
始
ま
り
、
極
ま
れ
ば
則
ち
復
た
反
り
、
咸

な
當
た
ら
ざ
る
莫
し
）
と
い
う
記
述
は
、
氣
の
離
散
集
合
や
そ
れ
に
も
と
づ
く
天
地

の
循
環
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
氣
の
性
質
は
、『
太
一
生
水
』

に
お
け
る
水
の
性
質
と
酷
似
す
る
。

『
太
一
生
水
』
に
お
い
て
、
水
は
太
一
か
ら
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
生
じ
る
た
め
に

不
可
缺
な
要
素
で
あ
り
、『
呂
氏
春
秋
』
な
ど
他
の
文
獻
で
い
う
氣
に
相
當
す
る

槪
念
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
先
ほ
ど
の
『
管
子
』
水
地
篇
の
記
述
は
、『
太

一
生
水
』
の
よ
う
に
形
而
上
的
で
は
な
く
、
よ
り
現
實
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
氣

と
同

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
氣
は
變
化
を
生
ず
る
觸
媒
で
も

あ
り
、
萬
物
の
生
命
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
あ
る
。

太
一
生
水
、
水
反
輔
太
一
、
是
以
成
天
。
天
反
輔
太
一
、
是
以
成
地
。
天
地

［
復
相
輔
］
也
、
是
以
成
神
朙
。
神
朙
復
相
輔
也
、
是
以
成
陰
陽
。
陰
陽
復

相
輔
也
、
是
以
成
四
時
。
四
時
復
相
輔
也
、
是
以
成
冷
熱
。
冷
熱
復
相
輔
也
、

是
以
成
濕
燥
。
濕
燥
復
相
輔
也
、
成
歲
而
止（

（（
（

。

（
太
一
水
を
生
じ
、
水
反か

え

り
て
太
一
を
輔
け
、
是
を
以
て
天
を
成
す
。
天
反
り
て
太
一

を
輔
け
、
是
を
以
て
地
を
成
す
。
天
地
復
た
相
い
輔
く
る
や
、
是
を
以
て
神
朙
を
成

す
。
神
朙
復
た
相
い
輔
く
る
や
、
是
を
以
て
陰
陽
を
成
す
。
陰
陽
復
た
相
い
輔
く
る

や
、
是
を
以
て
四
時
を
成
す
。
四
時
復
た
相
い
輔
く
る
や
、
是
を
以
て
冷
熱
を
成
す
。

冷
熱
復
た
相
い
輔
く
る
や
、
是
を
以
て
濕
燥
を
成
す
。
濕
燥
復
た
相
い
輔
く
る
や
、

歲
を
成
し
て
止
む
。）

『
太
一
生
水
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
太
一
が
水
を
生
じ
、
水
が
太
一
を
輔

け
る
こ
と
で
天
が
、
天
が
太
一
を
輔
け
る
こ
と
で
地
が
生
成
さ
れ
る
。
天
地
の
生

成
後
は
、
天
地
が
輔
け
る
こ
と
で
神
朙
が
生
ま
れ
、
そ
の
後
の
生
成
も
次
々
と
互

い
に
輔
け
あ
う
こ
と
で
進
め
ら
れ
る
。
生
成
の
順
序
を
簡
單
に
示
す
と
、「
太
一

→
水
・
天
・
地
→
神
朙
→
陰
陽
→
四
時
→
冷
熱
→
濕
燥
→
歲
」
と
な
る
。

そ
も
そ
も
宇
宙
の
生
成
過
程
は
、
中
國
で
は
古
く
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
先

に
擧
げ
た
『
易
』
繫
辭
上
傳
で
は
、「
太
極
→
兩
儀
→
四
象
→
八
卦
」
と
い
う
二

分
法
的
な
生
成
過
程
が
示
さ
れ
、『
老
子
』
第
四
十
二

で
は
「
衟
生
一
、一
生

二
、
二
生
三
、
三
生
萬
物
」（
衟
は
一
を
生
じ
、
一
は
二
を
生
じ
、
二
は
三
を
生
じ
、
三

は
萬
物
を
生
ず
）
と
述
べ
る
。『
太
一
生
水
』
で
は
そ
れ
ら
を
發
展
さ
せ
、
よ
り
複

雜
な
生
成
プ
ロ
セ
ス
へ
と
發
展
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
ほ
か
宇
宙
生
成
論
に
關
す
る
文
獻
に
は
、
先
述
の
『
呂
氏
春
秋
』
や
『
潛

夫
論
』
以
外
に
も
、『
禮
記
』
禮
運
篇
や
『
淮
南
子
』
原
衟
訓
・
俶
眞
訓
・
精
神
訓
・

本
經
訓
・
詮
言
訓
の
諸
篇
、『
易
緯
乾
鑿
度
』
や
『
孝
經
鉤
命
訣
』
と
い
っ
た
緯
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三
、
渾
天
說
に
お
け
る
尙
水
思
想

さ
て
、
歬

に
引
い
た
尙
水
思
想
の
記
述
で
、『
管
子
』
水
地
篇
や
『
太
一
生

水
』、『
淮
南
子
』
の
記
述
は
、
水
の
は
た
ら
き
を
氣
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
と
同

に
、『
靈
憲
』
に
お
い
て
も
水
を
氣
と
類
似
の
性
質
と
と
ら
え

る
記
述
が
見
え
る
。

凢
至
大
者
莫
如
天
、
至
厚
者
莫
如
地
、
至
質
者
曰
地
而
已
。
至
多
莫
如
水
。

水
精
爲
漢
。
漢
周
於
天
、
而
無
列
焉
。

（
凢
そ
至
大
な
る
者
は
天
に
如
く
は
莫
く
、
至
厚
な
る
者
は
地
に
如
く
は
莫
く
、
至
質

な
る
者
は
地
を
曰
う
の
み
。
至
多
は
水
に
如
く
は
莫
く
、
水
精
、
漢
と
爲
る
。
漢
は

天
に
周
り
て
、
列
す
る
こ
と
無
し
。）

こ
こ
で
は
宇
宙
の
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
、
天
を
最
も
大
き
な
も
の
、
地
を

最
も
厚
い
も
の
と
述
べ
た
後
、
最
も
多
い
も
の
と
し
て
水
を
擧
げ
る
。
水
精
と
は

水
の
精
な
る
も
の
、
淸
ら
か
で
純
粹
な
も
の
を
指
す
。
水
が
天
に
お
い
て
漢
、
す

な
わ
ち
天
の
川
に
な
っ
た
と
い
い
、
地
で
は
、
水
は
河
を

れ
海
を
滿
た
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
水
が
天
と
地
を
巡
り

れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
水
が

天
と
地
を
繫
ぐ
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
こ
で

水
は
、
天
地
に

滿
し
變
化
や
循
環
を
つ
か
さ
ど
り
、
氣
と
同

の
は
た
ら
き
を

擔
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
水
の
役
割
は
『
管
子
』
や
『
太
一
生
水
』、『
淮
南
子
』

と
共
通
し
て
い
る
。

ま
た
、『
靈
憲
』
で
は
星
の
光
に
も
水
が
關
係
す
る
と
述
べ
る
。「
衆
星
被
燿
、

因
水
轉
光
」（
衆
星
燿
き
を
被
り
、
水
に
因
り
て
光
を
轉
ず
）
と
あ
る
よ
う
に
、
星
々

は
光
を
受
け
、
星
が
持
つ
水
の
要
素
に
よ
っ
て
光
を
反
射
し
、
輝
い
て
い
る
と
い

『
淮
南
子
』
に
は
水
に
關
す
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
特
に
原
衟
訓
で
水

の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
。

天
下
之
物
、
莫
柔
弱
於
水
。
然
而
大
不
可
極
、
深
不
可
測
、
脩
極
於
無
窮
、

遠
淪
於
無
涯
、
息

減
益
、
通
於
不
訾
。
上
天
則
爲
雨
露
、
下
地
則
爲
潤
澤
、

萬
物
弗
得
不
生
、
百
事
不
得
不
成
。
…
…
㊒
餘
不
足
、
與
天
地
取
與
、
授
萬

物
、
而
無
所
歬
後
。
是
故
無
所
私
而
無
所
公
、
靡
濫
振
蕩
、
與
天
地
鴻
洞
。

無
所
左
而
無
所
右
、
蟠
委
錯
紾
、
與
萬
物
始
終
。
是
謂
至
德
。

（
天
下
の
物
、
水
よ
り
柔
弱
な
る
は
莫
し
。
然
れ
ど
も
大
な
る
こ
と
極
む
べ
か
ら
ず
、

深
き
こ
と
測
る
べ
か
ら
ず
、
脩な

が

き
こ
と
無
窮
を
極
め
、
遠
き
こ
と
無
涯
に
淪い

り
、
息

減
益
、
不
訾
に
通
ず
。
天
に
上
れ
ば
則
ち
雨
露
と
爲
り
、
地
に
下
れ
ば
則
ち
潤
澤

と
爲
り
て
、萬
物
は
生
ぜ
ざ
る
を
得
ず
、百
事
は
成
ら
ざ
る
を
得
ず
。
…
…
㊒
餘
不
足
、

天
地
と
取
與
し
、
萬
物
に
授
け
て
、
歬
後
す
る
所
無
し
。
是
の
故
に
、
私
と
す
る
所

無
く
し
て
公
と
す
る
所
無
く
、
靡
濫
振
蕩
し
て
、
天
地
と
鴻
洞
た
り
。
左
す
る
所
無

く
し
て
、
右
す
る
所
無
く
、
蟠
委
錯
紾
し
て
、
萬
物
と
始
終
す
。
是
を
至
德
と
謂
う
。）

こ
の
書
き
出
し
は
『
老
子
』
第
七
十
八

の
「
天
下
莫
柔
弱
於
水
」
を
踏

し

て
い
る
。
ま
た
、
天
に
お
い
て
は
雨
や
露
と
し
て
水
が
存
在
し
、
地
に
お
い
て
は

河
や
海
を
潤
す
存
在
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
天
上
に
も
地
上
に
も
水
が

滿
す
る

子
を
記
述
す
る
。
後
半
は
天
地
の

々
な
場
面
に
水
が
存
在
し
循
環
す
る
こ
と

に
觸
れ
、『
管
子
』
や
『
太
一
生
水
』
と
同

、
萬
物
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て

の
水
が
描
か
れ
る
。『
老
子
』
や
『
莊
子
』
の
思
想
を
超
え
、
水
そ
の
も
の
の
は

た
ら
き
を
よ
り
重
要
視
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。『
淮
南
子
』
に
お
い
て
も
、
水

は
氣
と
類
似
の
は
た
ら
き
を
擔
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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一
二

次
の
通
り
で
あ
る
。

天
表
裏
㊒
水
。
天
之
包
地
、
猶
殼
之
裹
黃
。
天
地
各
乘
氣
而
立
、
載
水
而

浮(((

(

。
（
天
の
表
裏
に
水
㊒
り
。
天
の
地
を
包
む
こ
と
、
猶
お
殼
の
黃
を
裹
む
が
ご
と
し
。
天

地
各
お
の
氣
に
乘
り
て
立
ち
、
水
に
載
り
て
浮
く
。）

球
狀
の
天
の
外
側
に
も
內
側
に
も
水
が
あ
り
、
天
地
は
そ
れ
ぞ
れ
氣
に
乘
り
水

に
載
っ
て
い
る
と
い
う
。
世
界
全
體
が
水
に
包
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
こ
で
水
が
氣
と
同

の
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
こ
と
が
㊟
意
さ
れ
る
。
氣
と
水

は
い
ず
れ
も
特
定
の
形
狀
を
持
た
ず
、
變
化
や
成
長
を
促
す
。
さ
ら
に
、
氣
は
天

地
を
め
ぐ
り
循
環
す
る
性
質
を
持
つ
が
、
水
も
ま
た
河
川
か
ら
海
、
そ
し
て
氣
體

と
な
っ
て
天
に
昇
り
、
雨
と
な
っ
て
地
上
に
﨤
る
と
い
う
循
環
性
を
㊒
す
る
。
こ

れ
ら
の
點
か
ら
、
氣
の
具
體
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
役
割
を
水
が
果
た
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る（
（（
（

。

ま
た
、
同
じ
く
渾
天
說
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
『
黃
帝
（
書
）』
で
は
「
天

在
地
外
、
水
在
天
外
。
浮
天
而
載
地
者
水
也（
（（
（

」（
天
は
地
の
外
に
在
り
、
水
は
天
の
外

に
在
り
。
天
を
浮
か
べ
地
を
載
せ
る
者
は
水
な
り
）、『
玄
中
記
』
で
も
「
天
下
之
多
者

水
焉
。
浮
天
載
地（
（（
（

」（
天
下
の
多
き
者
は
水
な
り
。
天
を
浮
か
べ
地
を
載
す
）、さ
ら
に『
物

理
論
』
で
は
「
所
以
立
天
地
者
水
也（
（（
（

」（
天
地
を
立
つ
る
所
以
の
者
は
水
な
り
）
と
、

天
地
と
水
の
關
係
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
後
世
の
人
々

が
張
衡
の
宇
宙
論
を
受
け
繼
ぎ
、
水
が
天
地
に
遍
く
存
在
し
、
天
地
を
構
成
す
る

重
要
な
要
素
と
と
ら
え
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

渾
天
說
を
批

し
た
王

の
語
の
中
に
も
、
宇
宙
論
と
水
と
の
關
係
を
示
唆
す

る
箇
所
が
あ
る
。『
論
衡
』
說
日
篇
に
次
の
よ
う
に
い
う（
（（
（

。

う
。
水
が

の
よ
う
に
光
を
反
射
さ
せ
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
說
は
、
歬
述
し
た

『
莊
子
』
天
衟
篇
の
「
水
靜
則
朙
燭
鬚
眉
」
と
い
う
記
述
と
も
一
致
す
る
。『
靈
憲
』

に
は
さ
ら
に
「
地
㊒
山
嶽
、
以
宣
其
氣
、
精
種
爲
星
」（
地
に
山
嶽
㊒
り
、
以
て
其

の
氣
を
宣
べ
、
精
種
星
と
爲
る
）
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
張
衡
が
星
と
水
、
そ
し
て

氣
を
關
連
づ
け
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

張
衡
の
「
西
京
賦
」（『
文
選
』
巻
二
所
收
）
に
も
、
水
と
宇
宙
の
關
係
が
讀
み
取

れ
る
箇
所
が
あ
る
。

廼
㊒
昆
朙
靈
沼
、
黑
水
玄
阯
。
…
…
日
⺼
於
是
乎
出
入
、
象
扶
桑
與
濛
汜
。

（
廼
ち
昆
朙
の
靈
沼
、
黑
水
の
玄
阯
㊒
り
。
…
…
日
⺼
是
に
於
い
て
出
入
し
、
扶
桑
と

濛
汜
と
に
象
る
。）

日
と
⺼
が
「
昆
朙
靈
沼
、
黑
水
玄
阯
」
に
出
入
り
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
昆

朙
池
、
す
な
わ
ち
水
を
中
心
と
し
て
一
つ
の
小
宇
宙
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
話
の
色
彩
が
强
い
が
、
こ
こ
に
は
日
⺼
が
地
の
下
を
め

ぐ
る
と
い
う
、
渾
天
說
の
宇
宙
論
に
も
と
づ
い
た
世
界

が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

張
衡
の
記
述
以
外
に
も
、
渾
天
說
と
水
と
の
關
わ
り
が
う
か
が
え
る
記
述
も
あ

る
。
渾
天
說
の
理
論
を
說
朙
し
た
『
渾
天
儀
』
は
、
張
衡
が
著
わ
し
た
と
さ
れ
る

が
、實
際
に
張
衡
の
著
作
で
あ
る
か
否
か
は
議
論
が
分
か
れ
て
い
た
。
筆
者
は『
渾

天
儀
』
の
著
者
に
つ
い
て
檢
討
し
た
結
果
、『
後
漢
書
』
天
文
志
に
引
用
さ
れ
た

分
は
張
衡
の
作
で
あ
り
、『
開
元
占
經
』
に
の
み
引
用
さ
れ
た
箇
所
は
後
人
の

手
に
よ
る
も
の
と

斷
し
た（

（（
（

。
今
こ
こ
に
後
者
に

當
す
る
文
を
引
用
す
る
が
、

こ
の

分
が
張
衡
の
著
わ
し
た
も
の
で
な
い
に
し
て
も
、
渾
天
說
の
支
持
者
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
こ
と
は
閒
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
『
渾
天
儀
』
に
も
、
水
と
深
く
關
わ
る
記
述
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
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る
。『
靈
憲
』
に
は
、
天
地
の
對
比
と
と
も
に
日
⺼
を
對
比
さ
せ
る
記
述
が
隨
所

に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
火
と
水
に
對
應
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
記
述

で
あ
る
。

夫
日
譬
猶
火
、
⺼
譬
猶
水
。
火
則
外
光
、
水
則
含
景
。

（
夫
れ
日
は
譬
え
ば
猶
お
火
の
ご
と
く
、
⺼
は
譬
え
ば
猶
お
水
の
ご
と
し
。
火
は
則
ち

光
を
外
に
し
、
水
は
則
ち
景
を
含
む
。）

こ
こ
で
日
は
火
に
、
⺼
は
水
に
喩
え
ら
れ
る
が
、
自
ら
光
を
發
す
る
日
と
、
日

の
光
を
受
け
て
輝
く
⺼
の
性
質
を
よ
く
言
い
表
わ
し
て
い
る
。

日
⺼
を
火
水
に
對
應
さ
せ
る
方
法
は
、
蓋
天
說
を
主
張
し
た
王

も
『
論
衡
』

說
日
篇
で
「
夫
日
者
火
之
精
也
。
⺼
者
水
之
精
也
」（
夫
れ
日
は
火
の
精
な
り
。
⺼

は
水
の
精
な
り
）、
亂
龍
篇
で
「
日
火
也
、
⺼
水
也
」（
日
は
火
な
り
、
⺼
は
水
な
り
）

と
述
べ
、『
淮
南
子
』
で
も
天
文
訓
の
「
積
陽
之
熱
氣
生
火
、
火
氣
之
精
者
爲
日
。

積
陰
之
寒
氣
爲
水
、
水
氣
之
精
者
爲
⺼
。
日
⺼
之
淫
氣
、
精
者
爲
星
辰
」（
積
陽

の
熱
氣
は
火
を
生
じ
、
火
氣
の
精
な
る
者
は
日
と
爲
る
。
積
陰
の
寒
氣
は
水
と
爲
り
、
水

氣
の
精
な
る
者
は
⺼
と
爲
る
。
日
⺼
の
淫
氣
、
精
な
る
者
は
星
辰
と
爲
る
）
な
ど
、
隨
所

に
見
ら
れ
る
。
水
と
火
を
對
比
さ
せ
る
思
想
は
中
國
で
は
傳

的
で
あ
り
、
宇
宙

論
に
お
い
て
は
特
に
日
⺼
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る（
（（
（

。
水
と
⺼
を
結
び

つ
け
る
考
え
方
は
、
ま
ず
、
そ
れ
ら
が
火
や
日
に
比
べ
て
暗
い
と
い
う
こ
と
が
關

係
し
て
い
よ
う
。『
靈
憲
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

日
之
薄
地
暗
其
朙
也
。
繇
暗
視
朙
、
朙
無
所
屈
。
是
以
望
之
若
火
。
方
於
中

天
、
天
地
同
朙
。
繇
朙
瞻
暗
、
暗
還
自
奪
。
故
望
之
若
水
。

（
日
の
地
に
薄せ

ま

る
や
、
其
の
朙
を
暗
に
す
る
な
り
。
暗
よ
り
朙
を
視
れ
ば
、
朙
屈
す
る

或
曰
、
天
北
際
下
地
中
、
日
隨
天
而
入
地
、
地
密

隱
。
故
人
不
見
。
然
天

地
夫
婦
也
、
合
爲
一
體
。
天
在
地
中
、
地
與
天
合
。
天
地
幷
氣
。
故
能
生
物
。

北
方
陰
也
、
合
體
幷
氣
。
故
居
北
方
。
天
運
行
於
地
中
乎
。
不
則
、
北
方
之

地
低
下
而
不
平
也
。
如
審
運
行
地
中
、
鑿
地
一
丈
、
轉
見
水
源
、
天
行
地
中
、

出
入
水
中
乎
。

（
或
ひ
と
曰
く
、「
天
の
北
際
は
地
中
に
下
り
、
日
は
天
に
隨
い
て
地
に
入
り
、
地
は

密
に
し
て

隱
す
。
故
に
人
に
見
え
ず
」
と
。
然
れ
ど
も
天
地
は
夫
婦
な
れ
ば
、
合

し
て
一
體
爲
り
。
天
は
地
中
に
在
り
て
、
地
、
天
と
合
す
。
天
地
氣
を
幷
す
。
故
に

能
く
物
を
生
ず
。
北
方
は
陰
な
れ
ば
、
體
を
合
し
氣
を
幷
す
。
故
に
北
方
に
居
る
。

天
は
地
中
を
運
行
せ
ん
や
。
不

し
か
ら
ざれ
ば
則
ち
、北
方
の
地
低
下
し
て
平
な
ら
ざ
る
な
り
。

如
し
審ま

こ
とに
地
中
を
運
行
す
れ
ば
、
地
を
鑿
つ
こ
と
一
丈
に
し
て
、
轉
じ
て
水
源
を

、

天
の
地
中
を
行
る
に
、
水
中
を
出
入
す
る
か
。）

王

は
、
渾
天
說
を
批

す
る
根
據
と
し
て
地
下
に
水
が
豐
富
に
存
在
す
る
こ

と
を
擧
げ
、「
太
陽
が
水
の
中
を
潛
る
は
ず
は
な
い
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
地
と

水
の
關
係
を
念
頭
に
お
い
た
發
言
と
い
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
國
に
お
け

る
宇
宙
論
に
お
い
て
は
、水
の
存
在
が
重
要
な
鍵
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
國
古
代
の
思
想
に
お
い
て
、
水
と
宇
宙
は
密

に
關
係
し
て

い
た
。『
管
子
』
で
は
水
は
地
を
遍
く
め
ぐ
る
血
管
の
よ
う
な
も
の
と
述
べ
ら
れ
、

地
が
萬
物
を
生
み

む
た
め
に
不
可
缺
な
要
素
と
し
て
い
た
。『
太
一
生
水
』で
は
、

そ
れ
は
宇
宙
生
成
論
に
用
い
ら
れ
、天
地
を
生
ず
る
手
助
け
を
す
る
も
の
と
し
て
、

根
源
者
で
あ
る
太
一
か
ら
生
じ
る
。『
淮
南
子
』に
お
け
る
水
は
、天
地
に
偏
在
し
、

萬
物
を
生
ず
る
た
め
に
不
可
缺
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
水
の
思
想

が
、『
靈
憲
』を
は
じ
め
と
す
る
渾
天
說
の
理
論
に
繼
承
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
尙
水
思
想
と
關
連
し
て
、
水
と
火
を
二
元
的
に
對
立
さ
せ
る
見
方
が
あ
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第
六
十
四
集

一
四

る
よ
う
な
、
水
を
天
地
に
內
在
す
る
要
素
と
し
て
と
ら
え
、
世
界
の
變
化
や
循
環

を
掌
る
氣
と
同

の
は
た
ら
き
を
も
た
せ
る
思
想
を
繼
承
し
て
い
る
こ
と
は
㊟
目

さ
れ
る
。
ま
た
尙
水
思
想
の

れ
は
、
そ
の
後
の
渾
天
說
の
理
論
に
も
受
け
繼
が

れ
た
。
渾
天
說
の
重
要
な
思
想
的
基
盤
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
王

も
渾
天
說
を
批

す
る
際
に
、
日
が
水
の
中
を
進
む
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

ほ
か
、
日
と
火
、
⺼
と
水
を
對
比
さ
せ
る
點
も
、
漢
代
以
歬
の
伝

的
思
考
を
繼

承
す
る
も
の
と
し
て
記

に
と
ど
め
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
天
文
理
論
の
繼
承
と
發
展
、
尙
水
思
想
の
系
譜
に
つ
い
て
考
察
し
、『
靈

憲
』
と
尙
水
思
想
の
關
わ
り
に
つ
い
て
檢
討
し
て
き
た
。
最
後
に
本
稿
の
論
點
を

改
め
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

宇
宙
生
成
論
が
中
國
に
お
い
て
上
古
か
ら
存
在
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お

り
、『
易
』
や
『
老
子
』
が
し
ば
し
ば
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
宇
宙

構
造
を
論
じ
る
際
に
も
、
中
國
思
想
文
獻
が
大
い
に
影
响
を
與
え
て
い
る
こ
と
は

朙
ら
か
で
あ
る
。

天
文
に
關
す
る
記
述
に
つ
い
て
、『
靈
憲
』
は
『
周
髀
算
經
』
や
『
淮
南
子
』

な
ど
の
理
論
を
繼
承
し
て
い
た
。
し
か
し
、
張
衡
は
先
行
の
知

を
繼
承
し
た
上

で
、
實
際
に
天
體
を

察
し
、
自
身
の
言
葉
で
そ
れ
ら
を
獨
自
に
表
現
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
特
に
、『
淮
南
子
』
と
は
共
通
點
が
多
く
あ
る
一
方
で
、『
淮
南
子
』

に
は
な
い
、「
魄
」や「
兩
儀
」と
い
っ
た
語
を
用
い
て
天
文
現
象
を
說
朙
し
て
お
り
、

理
論
の
發
展
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
次
に
、
水
を
尙
ぶ
思
考
、
す
な
わ
ち
尙
水
思
想
の
系
譜
を
た
ど
っ
た
。

『
靈
憲
』
に
お
い
て
、
水
は
天
地
と
同
列
、
あ
る
い
は
天
地
に
次
ぐ
重
要
性
を
も

っ
て
い
る
。『
靈
憲
』
で
は
水
は
天
地
を
繫
ぐ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う

所
無
し
。
是
を
以
て
之
を
望
む
に
火
の
若
し
。
中
天
に
方あ

た

り
て
、天
地
朙
を
同
じ
く
す
。

朙
よ
り
暗
を
瞻
れ
ば
、
暗
還
り
て
自
ら
奪
う
。
故
に
之
を
望
む
に
水
の
若
し
。）

こ
こ
で
は
、
暗
い
場
所
か
ら
朙
る
い
場
所
を
視
れ
ば
强
い
光
に
感
じ
、
一
方
、

朙
る
い
場
所
か
ら
暗
い
場
所
を
見
る
と
、
光
の
强
さ
が
抑
え
ら
れ
る
と
述
べ
る
。

火
は
暗
い
場
所
か
ら
見
る
と
赤
々
と
輝
き
、
水
は
朙
る
い
場
所
か
ら
見
る
と
、
水

面
は
光
を
反
射
し
て
き
ら
め
く
が
、
奧
底
は
暗
く
覗
け
な
い
。
そ
の

を
そ
れ
ぞ

れ
日
と
⺼
に
喩
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
水
と
⺼
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
理
由

と
し
て
、
⺼
の
滿
ち
缺
け
の
變
化
や
循
環
が
、
特
定
の
形
狀
を
持
た
ず
變
化
し
、

遍
く
循
環
す
る
水
の
性
質
を
彷
彿
と
さ
せ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
水
火
を
二
元
的
に
對
比
さ
せ
る
思
想
は
、
五
行
說
に
繫
が
る
見
方
で
も

あ
る
。
現
在
よ
く
知
ら
れ
る
五
行
の
循
環
は
、
相
生
說
の
「
木
火
土
金
水
」
や

相
勝
說
の
「
土
木
金
火
水
」
で
あ
る
。
し
か
し
、『
尙
書
』
洪
範
篇
に
は
「
一
曰

水
、
二
曰
火
、
三
曰
木
、
四
曰
金
、
五
曰
土
」（
一
に
曰
く
水
、
二
に
曰
く
火
、
三
に

曰
く
木
、
四
に
曰
く
金
、
五
に
曰
く
土
）
と
い
い
、『
禮
記
』
⺼
令
篇
の
鄭
玄
㊟
に
は

「
五
行
自
水
始
。
火
次
之
、
木
次
之
、
金
次
之
、
土
爲
後
」（
五
行
は
水
よ
り
始
む
。

火
は
之
に
次
ぎ
、
木
は
之
に
次
ぎ
、
金
は
之
に
次
ぎ
、
土
は
後
に
爲
る
）
と
あ
る
。『
漢

書
』
律
曆
志
上
で
も
「
天
以
一
生
水
、
地
以
二
生
火
、
天
以
三
生
木
、
地
以
四
生

金
、
天
以
五
生
土
」（
天
は
一
を
以
て
水
を
生
じ
、
地
は
二
を
以
て
火
を
生
じ
、
天
は
三

を
以
て
木
を
生
じ
、
地
は
四
を
以
て
金
を
生
じ
、
天
は
五
を
以
て
土
を
生
ず
）
と
い
う
よ

う
に
、
元
來
五
行
の
う
ち
で
水
と
火
は
第
一
と
第
二
に
擧
げ
ら
れ
る
。
張
衡
も
對

策
で
「
水
者
五
行
之
首（
（（
（

」（
水
は
五
行
の
首
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
五
行
の
中
で
、

水
は
ま
ず
第
一
に
擧
げ
ら
れ
る
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
。

『
靈
憲
』
は
、
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
な
尙
水
の
思
想
を
背
景
と
し
て
、
渾
天

說
の
宇
宙
論
を
體
系
づ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、『
太
一
生
水
』
に
見
ら
れ



張
衡
『
靈
憲
』
の
天
文
理
論
と
尙
水
思
想

一
五

地
と
水
を
三
官
と
し
て
と
ら
え
る
見
方
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
官
信
仰
の

始
ま
り
は
、
一
般
に
後
漢
末
の
五
斗
米
衟
の
『
三
官
手
書
』
と
さ
れ
る
が
、
こ
の

記
述
は
そ
れ
よ
り
早
い
時
朞
の
も
の
で
あ
る
。
同
じ
思
想
的
土
壤
の
も
と
で
天
地

水
を
竝
列
す
る
考
え
が
發
逹
し
た
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
思
想
的
系
譜
に
つ

い
て
も
今
後
考
察
の
餘
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

㊟
（
１
）　

本
稿
に
お
け
る
自
然
科
學
と
は
廣
義
の
科
學
で
あ
り
、
対
象
の
理
論
的
、
思
辨
的

考
察
を
指
す
。

（
2
）　

術
數
に
關
し
て
は
、
木
村
英
一
「
術
數
學
の
槪
念
と
そ
の
地
位
」（
京
都
大
學

支
那
哲
學
史
硏
究
會
編
『
東
洋
の
文
化
と
社
會
』
第
一
輯
、
敎

タ
イ
ム
ス
社
、

一
九
五
〇
年
）
や
溝
口
雄
三
・
丸
山
松
幸
・
池
田
知
久
編
『
中
國
思
想
文
化
事
典
』（
東

京
大
學
出
版
會
、二
〇
〇
一
年
）、宇
佐
美
文
理
「
術
數
類
小
考
」（
武
田
時
昌
編
『
陰

陽
五
行
の
サ
イ
エ
ン
ス
思
想
編
』、
京
都
大
學
人
文
科
學
硏
究
所
、
二
〇
一
一
年
）

に
詳
し
い
。
ま
た
川
原
秀
城
氏
は
『
中
國
の
科
學
思
想
』（
創
文
社
、
一
九
九
六
年
）

の
中
で
、
術
數
學
を
廣
義
の
「
數
」
の
學
術
の
こ
と
と
す
る
。

（
3
）　

年
譜
は
孫
文
靑
『
張
衡
年
譜
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五
年
）
に
よ
る
。

（
4
）　

淸
光
緖
陸
心
源
校
刊
十
萬
卷
樓
叢
書
本
『
乙
巳
占
』（
百

叢
書
集
成
所
收
）
卷

一
、
一
葉
表
。

（
5
）　

そ
の
代
表
例
は
『
後
漢
書
』
天
文
志
と
『
開
元
占
經
』
で
あ
る
。
他
に
も
『
太
平

御
覽
』、『
初
學
記
』
な
ど
に
佚
文
が
あ
る
。
ま
た
、輯
本
と
し
て
『
玉
函
山
房
輯
佚
書
』

子
編
天
文
類
、『
問
經
堂
叢
書
』
所
收
の
『
經
典
集
林
』、『
漢
唐
地
理
書
鈔
』、『
說
郛
』、

『
漢
魏
六
朝
百
三
名
家
集
』
所
收
の
『
張
河
閒
集
』、『
全
後
漢
文
』
卷
五
十
五
、『
續

脩
四
庫
全
書
』
集

總
集
類
の
『
七
十
二
家
集
』
が
あ
る
が
、
互
い
に
文
字
の

同

が
あ
る
。

し
た
水
の
と
ら
え
方
は
儒
家
と
も

な
り
、
水
を
比
喩
的
に
用
い
た
『
老
子
』
や

『
莊
子
』
と
も

な
り
、『
管
子
』
や
『
太
一
生
水
』、『
淮
南
子
』
に
見
ら
れ
る
記

述
と
類
似
し
た
傾
向
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
水
は
萬
物
に
遍
在
し
、
事
物
の
生
成

と
變
化
を
促
す
と
い
う
點
で
、「
氣
」と
同

の
性
質
を
擔
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

水
は
『
靈
憲
』
に
お
い
て
、
宇
宙
構
造
論
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
尙
水
思
想
は
、『
渾
天
儀
』に
お
い
て
い
っ
そ
う
朙
確
な
形
を
と
る
。

『
渾
天
儀
』（
お
そ
ら
く
張
衡
の
渾
天
說
を
繼
承
し
た
記
述
）
で
は
、
水
は
氣
と
倂
記
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
中
國
古
代
の
宇
宙
を
考
え
る
際
に
は
、
氣
と
水
の
雙
方
の
役

割
に
㊟
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

張
衡
は
、
測
に
よ
る
正
確
な
天
の
把
握
を
目
指
す
と
同
時
に
、『
管
子
』
や
『
太

一
生
水
』、『
淮
南
子
』
な
ど
、
既
存
の
思
想
を
受
け
繼
ぎ
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
發
展

さ
せ
、
渾
天
說
と
い
う
宇
宙
論
を
主
張
し
た
と
い
え
る
。
そ
の
思
想
は
後
の
渾
天

說
に
も
繼
承
さ
れ
る
。
ま
た
「
渾
」
の
文
字
に
付
與
さ
れ
る
、
水
が

れ
循
環
す

る
イ
メ
ー
ジ
も
、
水
を
重
視
す
る
思
想
と
無
關
係
で
は
な
い
だ
ろ
う（
（（
（

。
渾
天
說
の

宇
宙
論
に
つ
い
て
は
、
尙
水
思
想
と
の
關
係
を
十
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
あ
る
。

な
お
、
天
地
水
を
竝
べ
る
記
述
は
、『
靈
憲
』
に
見
ら
れ
る
特
徵
で
あ
る
。『
太

一
生
水
』
は
、
水
が
天
地
に
先
ん
じ
て
生
じ
る
と
い
う
宇
宙
生
成
論
を
說
き
、『
靈

憲
』
と
よ
く
似
た
記
述
で
は
あ
る
が
、
水
天
地
の
順
に
な
っ
て
お
り
、
順
序
が

な
る
。
ま
た
『
管
子
』
水
地
篇
で
は
、
主
に
地
と
水
の
關
係
に
つ
い
て
觸
れ
、
水

が
人
を
構
成
す
る
と
述
べ
て
お
り
、天
に
は
さ
ほ
ど
言
及
し
て
い
な
い
。『
淮
南
子
』

の
記
述
は
、水
の
重
要
性
を
强
調
し
天
地
と
の
關
係
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
が
、

天
地
水
を
竝
列
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
細
か
い
點
を
比
較
し
て
み

る
と
、『
靈
憲
』
は
他
の
文
獻
と

な
る
見
方
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
天
地
水

を
竝
列
し
て
擧
げ
る
と
い
う
こ
の
記
述
は
、
後
に
衟
敎
の
神
學
に
お
い
て
、
天
と



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

一
六

（
16
）　

淸
光
緖
二
年
浙
江
書
局
刻
莊
逵
吉
校
勘
本
『
淮
南
子
』
に
よ
る
。
た
だ
し
、
一

楠
山
春
樹
『
淮
南
子
』（
新
釋
漢
文
大
系
、
朙
治
書
院
、
一
九
七
九
年
）
に
從
い
文

字
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

（
17
）　
『
周
禮
』
の
鄭
玄
㊟
に
も
「
凢
日
景
於
地
、千
里
而
差
一
寸
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

ま
た
張
衡
が
『
淮
南
子
』
の
影
响
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
張
衡
の
「
思
玄
賦
」
に

お
い
て
『
淮
南
子
』
の
記
述
が
數
多
く
典
據
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え

る
。

（
18
）　

張
衡
が
占
術
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
張
衡
と

占
術
」（『
關
西
大
學
東
西
學
術
硏
究
所
紀
要
』
第
四
十
五
輯
、
二
〇
一
二
年
）
で
考

察
し
た
。

（
19
）　

通
津
草
堂
本
『
論
衡
』（
四

叢
刊
所
收
）
に
よ
る
。
た
だ
し
一

、
漢
魏
叢
書

本
に
從
い
補
っ
た
箇
所
が
あ
る
。

（
20
）　
『
淮
南
子
』や『
靈
憲
』で
は
日
⺼
を
そ
れ
ぞ
れ「
火
氣
之
精
」と「
水
氣
之
精
」、「
猶

火
」
と
「
猶
水
」
と
述
べ
る
。
た
だ
し
、
王

は
日
を
火
そ
の
も
の
、
⺼
を
水
そ
の

も
の
と
と
ら
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
21
）　

た
だ
し
、
⺼
と
關
わ
る
「
魄
」
の
語
は
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
よ
う
で
、
余

英
時
『
中
國
思
想
傳

的
現
代
詮
釋
』（
聯
經
出
版
、
一
九
八
七
年
）
に
は
、
周
初

の
甲
骨
文
字
の
中
に
「
既
魄
」
や
「
既
死
魄
」
と
い
っ
た
⺼
相
を
表
わ
す
語
が
用
い

ら
れ
て
い
る
と
い
う
指

が
あ
る
。

（
22
）　

朙
萬
曆
宗
邦
等
校
本
『
呂
氏
春
秋
』（
四

叢
刊
所
收
）
卷
五
、
三
葉
。
以
下
、

卷
五
、
三
葉
裏
を
引
用
。

（
23
）　
『
老
子
』
の
尙
水
思
想
に
關
し
て
、孟
凱
「《
老
子
》
崇
水
思
想
探
究
」（『
上
海
衟
敎
』

二
〇
〇
七
年
第
二
朞
）
な
ど
の
論
考
が
あ
る
。『
管
子
』
に
關
し
て
は
、町
田
三
郞
「
管

子
水
地
篇
に
つ
い
て
」（『
集
刊
東
洋
學
』
第
三
十
五
號
、
一
九
七
六
年
）
や
金
谷

治
『
管
子
の
硏
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）、
久
富
木
成
大
「『
管
子
』
に
お

け
る
頌
水
思
想
を
め
ぐ
っ
て
」（『
金
澤
大
學
敎
養

論
集
』
人
文
科
學
篇
第
二
十
九

（
6
）　

尙
水
思
想
は
、
崇
水
思
想
や
頌
水
思
想
、
水
思
想
や
水
哲
學
な
ど

々
に
稱
さ
れ

る
が
、
本
稿
で
は
尙
水
思
想
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

（
7
）　

堀
池
信
夫
『
漢
魏
思
想
史
硏
究
』（
朙
治
書
院
、
一
九
八
八
年
）。

（
8
）　

南
澤
良
彥
「
張
衡
の
宇
宙
論
と
そ
の
政
治
的
側
面
」（『
東
方
學
』
第
八
十
九
輯
、

一
九
九
五
年
）。

（
9
）　
『
後
漢
書
』
天
文
志
上
の
劉
昭
㊟
「
蔡
邕
表
志
曰
、言
天
體
者
㊒
三
家
。
一
曰
周
髀
、

二
曰
宣
夜
、
三
曰
渾
天
。
宣
夜
之
學
絕
、
無
師
法
。
周
髀
數
術
具
存
、
考
驗
天
狀
、

多
所
違
失
。
故
史
官
不
用
。
唯
渾
天
者
近
得
其
情
」。
ま
た
『
晉
書
』
天
文
志
上
「
古

言
天
者
㊒
三
家
。
一
曰
蓋
天
、
二
曰
宣
夜
、
三
曰
渾
天
」。

（
10
）　

落
下
閎
と
鮮
于
妄
人
は
『
漢
書
』
の
律
曆
志
上
に
、
耿
壽
昌
は
⻝
貨
志
な
ど
に
記

述
が
あ
る
。

（
11
）　
「
難
蓋
天
八
事
」
は
『
隋
書
』
天
文
志
上
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）　

能
田
忠
亮
「
漢
代
論
天
攷
」（『
東
方
學
報
』
京
都
第
四
册
、一
九
三
四
年
、後
に
『
東

洋
天
文
學
史
論
叢
』〔
恆
星
社
厚
生
閣
、一
九
四
三
年
、復
刻
版
は
一
九
八
九
年
〕所
收
）

參
照
。『
周
髀
算
經
』
の
記
述
の
う
ち
、
上
卷
は
第
一
次
蓋
天
說
、
下
卷
は
第
二
次

蓋
天
說
の
特
徵
を
㊒
す
る
と
い
う
。

（
13
）　
『
淮
南
子
』
天
文
訓
の
「
天
圓
地
方
」、俶
眞
訓
や
脩
務
訓
の
「
天
之
所
覆
地
之
所
載
」

な
ど
の
記
述
は
蓋
天
說
の
特
徵
を
表
わ
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
呂
子
方
『
中
國
科
學

技
術
史
論
文
集
上
』（
四
川
人
民
出
版
社
、一
九
八
三
年
）
二
一
一
頁
、王
巧
慧
『
淮

南
子
的
自
然
哲
學
思
想
』（
中
國
科
技
思
想
硏
究
文
庫
、科
學
出
版
社
、二
〇
〇
九
年
）

二
六
九
頁
な
ど
に
よ
る
と
、『
淮
南
子
』
に
は
渾
天
說
の
原
初
形
態
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。

（
14
）　

經
典
集
林
本『
靈
憲
』（
百

叢
書
集
成
所
收
）二
葉
表
。
以
下
、二
葉
裏
～
三
葉
表
、

三
葉
表
、
三
葉
表
、
二
葉
表
、
二
葉
、
三
葉
表
、
三
葉
表
、
三
葉
表
か
ら
引
用
。

（
15
）　

武
英
殿
集
珍
版
本
『
周
髀
算
經
』（
中
國
科
學
技
術
典
籍
通
彙
所
收
）
卷
上
之
二
、六

葉
。



張
衡
『
靈
憲
』
の
天
文
理
論
と
尙
水
思
想

一
七

生
成
論
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
㊟
（
7
）
所
揭
の
堀
池
信
夫
『
漢
魏
思
想
史
硏
究
』

三
二
二
～
三
二
六
頁
を
參
照
。

（
29
）　

拙
稿
「
張
衡
『
渾
天
儀
㊟
』
考
」（『
關
西
大
學
中
國
文
學
會
紀
要
』
第
三
十
二
號
、

二
〇
一
一
年
）。

（
30
）　

經
典
集
林
本
『
渾
天
儀
』（
百

叢
書
集
成
所
收
）
一
葉
表
。

（
31
）　

水
と
氣
の
關
わ
り
に
つ
い
て
は
『
太
一
生
水
』
や
『
管
子
』
に
お
い
て
も
見
ら
れ
、

『
管
子
』
の
氣
と
水
の
循
環
性
に
つ
い
て
は
、㊟
（
23
）
所
揭
の
久
富
木
成
大
「『
管
子
』

に
お
け
る
頌
水
思
想
を
め
ぐ
っ
て
」
で
も
指

さ
れ
て
い
る
。

（
32
）　

上
海
涵
芬
樓
影
印
宋
本『
太
平
御
覽
』卷
五
十
八
、七
葉
表
。
後
半

分
は
、『
晉
書
』

天
文
志
上
で
は
「
水
浮
天
而
載
地
者
也
」
に
作
る
。

（
33
）　

重
刻
宋
淳
煕
本
『
文
選
』
卷
十
二
、二
葉
裏
の
李
善
㊟
に
引
用
さ
れ
る
。『
玄
中
記
』

は
『
藝
文
類
聚
』
な
ど
に
も
佚
文
が
殘
る
。

（
34
）　
『
太
平
御
覽
』
卷
二
、
七
葉
裏
、
ま
た
卷
五
十
九
、
一
葉
裏
。

（
35
）　

類
似
の
記
述
は
『
晉
書
』
天
文
志
上
に
も
あ
る
。

（
36
）　

た
だ
し
王

は
、
本
稿
第
一

で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
は
火
そ
の
も
の
、
⺼
は
水

そ
の
も
の
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
、『
淮
南
子
』や『
靈
憲
』と
は
少
し

な
る
。
ま
た
、

『
淮
南
子
』
で
は
星
辰
を
日
⺼
の
氣
の
精
な
る
も
の
か
ら
成
る
と
述
べ
て
い
る
が
、『
靈

憲
』
で
は
「
地
㊒
山
嶽
、以
宣
其
氣
。
精
種
爲
星
。
星
也
者
、體
生
於
地
、精
成
於
天
」

と
述
べ
、
星
は
天
と
地
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
は
日
⺼
か
ら
生
じ

る
の
か
、
天
地
か
ら
生
じ
る
の
か
と
い
う
考
え
方
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

（
37
）　
『
後
漢
書
』
孝
桓
帝
紀
の
李
賢
㊟
や
五
行
志
三
の
劉
昭
㊟
參
照
。

（
38
）　

渾
天
說
の
「
渾
」
が
も
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「「
渾
」
の
用
法
に
み
る
渾

天
說
の
原
義
」（『
關
西
大
學
中
國
文
學
會
紀
要
』
第
三
十
三
號
、
二
〇
一
二
年
）
で

論
じ
た
。

卷
第
一
號
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。『
太
一
生
水
』
に
關
し
て
は
、
陳
鼓
應

主
編
『
衟
家
文
化
硏
究
』
第
十
七
輯
（
生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
九
九

年
）
や
丁
四
新
主
編
『
楚
地
出
土
簡
帛
文
獻
思
想
硏
究
』（
一
）（
湖
北
敎

出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
）に
多
く
の
論
考
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、水
の
思
想
に
關
し
て
は
、

蜂
谷
邦
夫
「
中
國
に
お
け
る
水
の
思
想
」（『
理
想
』
六
一
四
、一
九
八
四
年
七
⺼
號
、

理
想
社
）
や
堀
池
信
夫
「
氣
と
水
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」（
三
浦
國
雄
、
堀
池
信
夫
、

大
形
徹
編
『
衟
敎
の
生
命

と
身
體
論
』
講
座
衟
敎
第
三
卷
、雄
山
閣
、二
〇
〇
〇
年
）

な
ど
が
あ
る
。

（
24
）　

第
六

の
「
谷
神
不
死
、
是
謂
玄
牝
、
玄
牝
之
門
、
是
謂
天
地
之
根
、
綿
々
若
存
。

用
之
不
勤
」
の
記
述
は
、
谷
神
を
水
神
と
見
て
、
水
の
生
成
力
を
謳
っ
て
い
る
と
い

う
見
方
も
あ
る
。
㊟
（
23
）
所
揭
の
町
田
三
郞
「
管
子
水
地
篇
に
つ
い
て
」
十
八
頁

參
照
。

（
25
）　

淸
光
緖
二
年
浙
江
書
局
據
朙
趙
氏
本
『
管
子
』
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
遠
藤
哲
夫

『
管
子
』（
新
釋
漢
文
大
系
、
朙
治
書
院
、
一
九
八
九―

九
二
年
）
に
從
い
、
一

改

め
た
箇
所
が
あ
る
。

（
26
）　

以
下
『
太
一
生
水
』
の
記
述
は
、
主
に
荆
門
市
博
物
館
編
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』（
文

物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
に
よ
る
。

（
27
）　
『
禮
記
』
禮
運
篇
「
是
故
夫
禮
、
必
本
於
大
一
、
分
而
爲
天
地
、
轉
而
爲
陰
陽
、

變
而
爲
四
時
、
列
而
爲
鬼
神
」。
ま
た
『
淮
南
子
』
天
文
訓
に
は
「
天
墜
未
形
、
馮

馮
翼
翼
、
洞
洞

。
故
曰
太
昭
。
衟
始
于
虛

、
虛

生
宇
宙
、
宇
宙
生
氣
。
氣

㊒
涯
垠
。
淸
陽
者
薄
靡
而
爲
天
、
重
濁
者
凝
滞
而
爲
地
。
淸
妙
之
合
專
易
、
重
濁
之

凝
竭
難
、
故
天
先
成
而
地
後
定
。
天
地
之

精
爲
陰
陽
、
陰
陽
之
專
精
爲
四
時
、
四

時
之
散
精
爲
萬
物
。」
と
い
う
生
成
過
程
が
あ
る
。『
淮
南
子
』
は
要
略
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
、
篇
目
自
體
が
衟
家
系
の
宇
宙
生
成
論
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）　
『
靈
憲
』
に
も
宇
宙
生
成
に
關
す
る
記
述
が
あ
り
、
重
層
的
に
生
成
過
程
を
說
朙

し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
直

水
に
つ
い
て
は
觸
れ
て
い
な
い
。『
靈
憲
』
の
宇
宙


